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　1　はじめに
　医療の中では、多くのドレーン類が用いられ、検査
や排液の状態把握、治療等に活用されている。
　当病棟は外科系の為、膵胆管疾患や乳腺疾患の患者
は、排液容器を持って行動することが多い。その患者
から「血液が見えて、気持ちが悪い」　「胆汁が見えて、
外来時他人からジロジロ見られ嫌だ」等の意見が聞か
れていた。それに対し、スーパーの白いビニール袋等
でカバーを付けて行動していた患者もいた。これは、
排液が人目に触れることで、差恥心が生じ、自己流の
対策であったと思われる。看護側は、氷嚢袋をカバー
の代用としてし）たのが現状で、排液容器が患者へ与え
る影響や排液容器カバー（以下、カバーと述べる）の
機能性など深く追求していなかった。
　今回、この点に着目し、当病棟で留置の多い、病院
指定のリリアバック、Gボトルに焦点をおき、カバー
を作成することで、患者の差恥心の軽減、更に看護側
も取り扱い易い機能性の高いカバー作成を目的に試作、
検討したので、ここに報告する。
　ll　研究方法
（1）文献学習後カバーを試作
　　試作期間：平成元年6月～8月
（2）試用期間：平成元年10月～12月
（3）自記式アンケート調査（回答は複数可）
　対象：当病棟スタッフ21名’回収率100％
　　　　Gボトル装着者4名　回収率100％
　　　　リリアバック装置者4名　回収率100％
　皿　経過及び結果
　初回カバー試作のポイントとして、6点があげられ
た。
（1）排液を容易に観ることが出来る様、目盛上に観察窓
　を設ける。
（2）排液が容易に出来、容器の出し入れが簡単な様、口
　元にゴムを使用する。
（3）清潔保持から、頻回に洗え、耐久性に優れている綿
　100％の素材を用いる。
（4）外観を良くする為、病衣と同色の青色とし、アップ
　リケによるワンポイントで、可愛らしさ、明るさを
　表現する。
（5）ひもの長さを80～100cmとし、身長に合わせ、調
　整出来る様にする。
（6）看護側が容易に作成出来る様、Gボトル、リリ1アベ
　ック共に同型とし、デザインを統一する。
　以上の点を踏まえ、試作を試みた。（図1）
　試作カバーを試用して、患者及びスタッフから以下
のアンケート結果を得た。（アンケート質問事項に準
じ報告する。）
（1）患者側
　1）カバー装着に関しで
　　良かったと答えた者が、100％
　　意見として、他患からジロジロ見られなく済む。
　　容器を2つ以上装着している場合、歩行する際、
　　双方ぶつかっても、袋がクッションとなり、音が
　　あまり出ない等があげられた。
　2）袋のデザインに関して
　　良かったと答えた者が、100％
　　意見として、色が目立たなくて良い。アップリケ
　　が可愛らしい。袋を取らなくても、看護婦さんが
　　中を観察出来る様に工夫されているなあ等があげ
　　られた。
　3）容器が装着されていることによる、行動制限及
　　び苦痛に関して
　　容器が2つある為、トイレなど出かける際、ひも
　　の着脱に手間が掛かったとの意見が出された。
（2）看護側
　1）観察の容易さに関して
　　Gボトルは観察しやすいと答えた者が78％。
　　リリラバックは全体を観察するのに、窓が小さい
　　上、袋の大きさが容器と密着しすぎていた為、観
　　察しにぐいと答えた者が50％
　2）排液の容易さに関して
　　Gボトルは排液しやすいと答えた者が87％。
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　3）容器の出し入れに関して
　　Gボトルは口元のゴムがきつく、出し入れしにく
　　いと答えた者が77％。
　　リリアバックもGボトル同様、口元のゴムがきつ
　　く出し入れしにくいと答えた者が50％。
　4）外観に関して
　　Gボトル、リリ7バック双方、アップリケがあり
　　可愛らしい。病衣と同色の為、異和感がないと答
　　えた者が100％。
　5）布の素材に関して
　　双方とも、綿100％の素材を使用している為、耐
　　久性に優れているので良いと答えた者が75％。
　6）ひもに関して
　　双方共、長さの調整が出来、丁度良い。又、素材
　　も丈夫で良いと答えた者が80％。
　7）清潔保持に関して
　　双方共、洗濯が容易に出来るので良いと答えた者
　　が100　％。
　以上の結果から、患者側からはカバーの試用は好評
であった。一方、看護側は、Gボトルでは口元のきっ
さを除けば、特に問題は聞かれなかった。しかし、リ
リァバックに関しては、観察窓が小さく観にくい。口
元のゴムがきつ過ぎる為、容器の出し入れが不便等、
機能面で問題提起された。そこで、リリァバックに対
しての再検討を図った。
　改善点は次の点である。
　1）観察面に関して
　　観察窓を作らず、空気孔側の片方を開放とし、操
　　作が簡単なマジックテープを上部一ケ所に設ける。
　2）排液容器の出し入れに関して
　　口元をゴムではなく、ひもを使用する。と共に、
　　観察の利点と同様、着脱に楽なマジックテープが
　　有効である。
　以上の点を踏まえ、再試作を試みた。（図2）
IV　考察
　今回、外科的療法によりドレーン留置を余儀なくさ
れた患者の心理面に及ぼす影響を考え、カバーの試作
にあたった。岬町心の軽減を第一の目的としてカバー
を試作し、試用した結果、その目的は達成された。更
に、モニター送信器用のカバーとなったり、又、複数
の排液容器を持った患者からは、「容器同志がぶつか
って、カタカタ音がしたので、カバーをしてもらい助
かりました」という声も聞かれ、クッションの代用と
なるなど思わぬ効果も得られた。
　一方、看護側の面から、Gボトルに関しては排液の
観察、破棄が容易に行え機能的となった。しかし、リ
リ・アバックに関しては、看護側が容易に作成出来ると
いう観点から双方共、同型としたが、その特性上カバ
ーから取り出して観ることが多く、装着・観察が困難
であった。
　このことから、看護側の機能性と共に、容器の特性
も考慮する必要が生じ、再試作の過程でそれを検討、
修正した。カバーの再検討後は現時点で症例が少なく、
その結果を得るまでに至っていない。
　今後は更に（図2）のりリアバックを試用、検討す
ると共に、布の材質、コスト、防水、ひもに関しても
研究し、定着化していきたい。
1）アーネスティン・ウィーデンバックは「看護の援
助技術にとって最も重要なことは患者の〈援助へのニ
ード〉を明らかにすることである・Jと述べている様に、
看護場面において看護する者が患者の欲求や願望を的
確に知り、それを治療の観点からと患者の立場から適
切に満たすことは、看護の基本的な原則の1つと考え
られている。今回、看護用品の工夫を通し、患者の持
つニードを見極め、個々に応じた看護が必要であり、
そこに携る看護婦の役割が重要であることが再認識出
来た。
V　おわりに
　私達はカバー作成をすることにより、患者の董恥心
の軽減と機能性の高いカバーとなる様、研究に取り組
んだ。その結果、患者にとって目的を果たすカバーは
作成出来た。しかし、看護側には多くの課題が残され
ている。今後は、その課題を検討し、より機能性の高
い、カバー作成の研究をすすめていきたい。
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